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 危険物の規制に関する政令および規則に定める、一般取扱所の塗装場・印 

 刷などの用途に供する建物の壁区間部分に、アスロックは使用可能ですか。
 

 

 弊社見解 
 

 

 使用出来ないと判断しています。 
 

 

 危険物取り扱い建築物の中でも、区間部分に関して特に厳しい制限を設け

られている建築物および用途は、以下の通りです。 
 
 

 建築物種別 
 

 

            用  途 
 

 
 

 

 
 一般取扱所 
 
 

 

 塗装場・印刷等の用途、洗浄の用途、焼入れ・放電加工 

 の用途、建築物内のボイラー・バーナー等、切削装置等 

 を設置、熱触体油循環装置を設置 
 

 

 
 
 

 

 屋内貯蔵庫 
 

 

 階層設置 
 

 

  

これらの用途に供する建築物の壁区画部分の仕様は、次のように規定されて

います。 
 
 
 
 
 
 

 

  壁、柱、床、はり及び屋根（上階がある場合には、上階の床）を耐 

 火構造にするとともに、出入口以外の開口部を有しない厚さ７０mm 以 

 上の鉄筋コンクリート又はこれと同等の強度を有する構造の床又は壁 

 で当該建築物の他の部分と区画されたものであること。 
 

 
 
 
 
 

 

 見解理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

耐火構造については、建築基準法第２条第７号の耐火構造、と規定してあ

るため、建築基準法施行令第１０７条に従い、例示仕様については国土交通

省告示第１３９９号によります。 
 
アスロックは、令第１０７条２号に適合するため、間仕切壁非耐力壁１時

耐火構造になります。 
 
「厚さ７０mm 以上の鉄筋コンクリートと同等の強度を有する構造」について

は、同様の記載が告示第１３９９号にあり、これから推測すると耐力壁であ

る間仕切壁の構造を示していると判断します。従って、遮熱性１時間のみの

アスロックは使用できないと判断します。 
 
 なお、高温高圧蒸気養生された軽量気泡コンクリート製パネル 7.5cm 以上

（ＡＬＣ）については、告示第１３９９号第１－１に耐力壁間仕切壁の２時

間耐火構造として例示してあるため、使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 添付資料 
 
 

 

・危険物法令の早分かり（神戸市消防局予防部危険物保安課監修） 

・建築基準法施行令第１０７条、国土交通省告示第１３９９号 
 

担当部門 株式会社ノザワ 建設技術室 ０７８－３３３－７７００ 












